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紅 頭 順 よ り 発 見 され た キシ タシロ チョ ヨウ ( 新 称 ) に つい て 


白 水 隆 つ 


Cepora aspasia (STOLL), an unrecorded Pierid butterfly from 
Botel-Tobago, off the south-east coast of Formosa 
By TAKASHI SHIROZU 
先頃 , 台湾 の 陳 維 寿 氏 よ り 分 譲 を 受け た 紅 頭 出産 蝶 類 標本 中 , 紅 頭 炭 を 含む 台湾 地域 より 未 記録 の ノロ チョ ワウ 
科 の 1 種 Cepbora aspasia (SToLL, 1790) を 見 出し た の で 取 逆 え を ず こと に K 記 録 し て お きた い . 本 種 は 従来 モル ッ 


カ 諸 島 と その 周辺 地域 及び フィ リッ ピン 群島 より 知ら れる も の で , と こと の 発見 は 紅 惑 順 の 尼 虫 想 に また 新しく ブ ィ 
リッ ピン 系 の の 1 種 を 加え る と と に な る . 
































Figs. 1-4. Capora aspasia olga ESCHSCEHOLTZ, & from Botel-Tobago. (Figs. 1 & 2, upperside, 
figs. 3 & 4, underside : figs. 1 & 3, 12. vi. 1957, figs. 2 & 4, 18. vi. 1957, WENsOU CHUNG leg.) 


Cepora aspasia olga ESCHSCHOLTZ (Figs. 1-4, 8) 
キシ タシロ チョ ツウ ( 新 称 ) 
28 8, 紅 頭 唱 , 12 & 18. vi. 1957, 陳 維 寿 氏 採 . 前 超 長 : 32mm. (28 8 共 ). 
本 種 は 地 色 白色 の 前 送 た 対し 棋 黄 色 の 鮮 嘩 な 後 交 を 持つ 特異 な 種 で , 一 見 し て 公 江 産 同属 の 既知 種 よ り 区 列 出 




















1) 福岡 市 大 坪 町 九州 大 学 教 袋 部 生物 学 教室 
2) と と に フィ リッ ピン 系 と 言っ た の は , フィ リッ ピン 起源 或 は フィ リッ ピン を 経由 し て 分 布 し た も の と いう 程 
度 の 意味 で 使用 し た の で , 厳密 に フィ リッ ピン 起源 の も の だ け を 意味 し な い . 
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来る が , 参考 の た め 上 記 紅 販 産 の 標本 に よっ て その 色彩 斑紋 の 大 要 を 記せ ば 次 の 通り で ある . 

8. 前 郊 表 面 . 前 直 の 色彩 環 紋 の 感じ は 台 満 産 の C. cozozzs cibyra FRUEHSTOREER タイ ワン スジ グロ ジロ チ 
ョ ツ に 類似 する . 地 人 色白 色 , 交代 部 より 後 緑 角 まで 外縁 は や ヽ 幅 広く 黒色 , 玩 頂 部 に お いて 最も 広く 後 縁 角 に 向 
っ て 次 征 た 細 ま る . 黒 線 は さら に 翔 頂 部 より 前 緑 に 沿い 次 基 部 に 向っ て 伸び る が 急速 に 細 ま り , 次 頂 より お よそ 
の 距離 に お いて 既に 細線 状 と な り 翔 席 に 向っ て 手 次 消 夫 する . 郊 脈 に 沿う て 黒色 条 を あら わす が , 第 1, 2, 
9, 10, 11 脈 に は 全く 或 は 苑 ん を ど 全 く こ と れ を 欠く . 中 室 後 緑 に 沿う 黒色 条 及 びと れ と 連続 する 第 4 脈 に 沿う 黒色 
条 は 最も 顕著 , 第 3, 5, 6, 7 十 8 脈 沿う 黒色 和 集 も や ぃ 頭 著 で , とれ ら は 中 室 前 緑 脈 に 沿う て 細く , や ヽ 不 
明瞭 と 翔 庶 に 向う . 外縁 の 黒色 帯 は 効 脈 に 沿う て 内 側 に 突出 し , 外縁 黒色 部 と その 内 方 の 白色 部 の 境界 は 各 室 毎 
と 弧状 を 呈す る . 中 央 紋 列 は や ヽ 不 明瞭 , 第 3 室 に ね お いて 顕著 な 黒 斑 と し て 出現 , 第 2 室 に は 全く 出現 し な い . 
第 4, 5, 6, 8 室 及び 第 1, 1a 室 の 中 央 紋 列 は 弱く 現われ 僅 に 黒色 鱗 の 散布 を 認め る 程度 , 第 4 室 に お いて 最 
も 外 緑 に 接近 し , 第 1a 室 に お いて は 諸 灰 に 向う 横 条 と な る . 

後 門 表面 . 地 色 は 鮮 唄 な 濃 棒 黄色 , 前 縁 は 幅広 く 黒 褐色 , 前 緑 角 (第 6 室 前 半 外 緑 部 ) に お いて 黒 縁 の 幅 は 一 
度 : 普 は まり , それ より や ト ょ 幅 を ま し ほぼ 同 幅 の 黒 線 が 肛 角 部 に 達する . 内 緑 部 に は 全く 黒 を 欠く . 外縁 黒 帯 は 
次 脈 た 沿う て 借 に 内 方 に 細く 伸長 する が , その 程度 は 前 期 に 較べ て 疾 に 弱い . 中 央 紋 列 は その 痕跡 すら 認め られ 
な い . 

前 夏 裏 面 . 地 色 白色 . 表面 に 較べ て 超 脈 に 沿う 黒色 条 は より 強く 発達 し , 黒色 部 と 白色 部 の 境界 は 稀 に 鮮明 . 
黒色 部 の 色彩 は 表面 に 較べ て 強く 黄 褐 色 を 帯び る . 第 9 脈 と 前 緑 に 囲ま れ た 部 分 は 黒色 , 中 室 前 縁 の 黒色 条 と 接 
続 し 半 庶 より 前 に 沿う て 中 室 端 に 達する や ヽ 幅 広い 黒 条 と な る . 中 央 紋 列 は 表面 と 同じ く 第 3 室 に お いて 最も 
頭 著 な 黒 欧 と し て 認め られ る が 白色 部 と の 境界 は 明瞭 で 黒 斑 中 に は 百 色 鱗粉 を 混 じ な い . 交 表 に お いて 弱く 発達 
する 第 4, 5, 6, 8 室 の 中 央 紋 列 は 裏面 に お いて 著しく 強く 明瞭 に あら われ , 前 贅 ( 端 ) を 斜 向 する 黒色 帯 を 
形成 する . と の 黒 帯 と 外縁 黒 帯 に は さま れる 部 分 は 黄色 を 呈し , 交 脈 に 沿う 黒 条 に よっ て 3 個 (第 5, 6, 8 室 ) 
又は 4 個 (第 4, 5, 6, 8 室 ) の 円 味 を 持つ 小 斑 に 分 た れる . 第 4 室 の 小 斑 は 存在 する 場合 も 他 の 小 区 に 較べ 
て 特に 小形 . 

後 次 裏面 . 地 色 黄色 , 表面 の ょ よう に 強い 模 色 を 帯び な い . 第 6, 7, 8 脈 に 沿う て 顕著 な 黒 褐 条 が あら われ , 
また 第 4 脈 より 中 室 後 緑 脈 を 通っ て 次 底 に 至る 細い 黒 褐 条 が 認め られ る . 外縁 黄 褐 帯 は 各 交 用 た 沿う て 内 側 に 突 
出す る が その 程度 は 表面 に お ける より も や ょ ヽ 強 く , ま [ 
た 中 央 紗 列 を 代表 する 黒神 区 (て これ は 表面 に は 全く 現 
われ な い ) が 第 4 及び 6 室 に 出現 し , 第 4 室 の それ は 
外縁 黒 褐 帯 と 接触 融合 し て 大 形 玲 と な り , 一 見 し た と 
と ろ 外 緑 黒 褐 帯 が 第 4 室 に お いて 内 側 た 膨 出 する 状態 
を 時 する. 新鮮 な 標本 (fig. 3) で は この 第 4 室 の 大 形 
黒 褐 区 の 中 央 部 に 僅 に 地 色 の 黄色 鱗 の 痕跡 が 認め られ 
る . さら 中央 紋 列 の 発達 の 良い 個体 (Rg. 4) で は 第 
2,3, 5 室 に も 中 央 紋 列 の 痕跡 を 示す 黒 褐 鱗 条 が 認 
め ら れる . 

種 の 分 布 : H. FRUFSTORFER (in SErTZ, Macro- 
lepidoptera of the World, 9 : 145-146, 1910) 及び G. 
TALBOT (Junk Lep. Cat, 53 : 136-137, 1932) な ど 
(CC よれ ば 本 種 の 既知 分 布 は North Dutch New-Guinea, 
Waigeu, Mysol, Buru, South Molluccas, Obi, Hal- 


maheira, Morotai, Batjan, Balbac Is1., Palawan, Jolo, 
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Bazilan, Camotes, Mindanao, Bohol, Negros, Min- - = 7 。 i 
RS BOS 剛 Fig. 5. Geographical distribution of Cepora 


doro, Pollillo, Luzon な ど で , 紅 頭 順に お ける 発見 な" aspasia (SToLL) 
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よっ て その 分 布 は 更 と 北 に 延長 さき れ た と と に な る . 理解 の 便宜 の た め 新 し く 発 見 され た 紅 頭 風 を 含め て 本 種 の 分 
布 鬼 念 図 を Rg. 5 に 示し た . 

紅 頭山 産 本 種 の 亜 種 の 問題 : 本 種 Ce ヵ ozg aspasia (SToLL, 1790) は 初め South Molluccas より 記載 され た 
も の で ある が , その 後 多く の 地理 的 亜 種 が 認め られ , G. TALBOT (loc. cit.) は 19 の 重 種 を 認め て いる . 紅 走 出 
産 の も の は SrgiTz 9 の 図説 に 示さ れ た 特徴 や その 地理 的 位置 より 考え て フィ リッ ピン 北部 ルソン 島 産 の 亜 種 そ 
の も の か , 或 は それ に 最近 縁 の 新 亜 種 の いづ れ か で ある と 考え られ る が , 紅 頭 風 産 の 調査 標本 ,、 ルソン 鳥 産 の 比 
較 標 本 も 数 少 い の で , 今 は は し あたり ルソン 島 産 の 亜 種 C. gspasia 97g2 と 同定 し て お く . 

参考 の た め 私 の 調査 し を た フィ リッ ピン 産 の 4 8 $ と の 異同 に つい て 所 見 を 記せ ば 次 の 通り で ある . 比較 標本 
は Bazilan (バジ ラン ) 島 産 の C. aspasia zisca FRUHSTOREER の 38 8 (15. v., 11. vii., 23. ix. 1931) と 
C. ashasia 97g2 ESCHSCHOLTZ と 同定 され る ルソン 伺 Manila (マー ニラ) 産 の 1 8 (1924 年 採集 , 採集 月 日 の 記 
な し ) で 何れ も 九 大 農学 部 昆虫 学 教室 所 蔵 の も の . 

先 づ Bazilan 産 の 3 ぉ 88 と 紅 頭 風 産 28$ と の 異同 に つき 所 見 を 述べ よう . Bazilan 産 38 8 の 中 , 7 月 及び 
9 月 の も の は 混 潤 期 型 を あら わす も の らし く 表 裏 の 黒 条 は 5 月 の も の (と れ は 乾期 型 を あら わす も の と 思う ) に 
較べ て 強く 発達 し て いる . 前 移 表 裏 に お ける 黒色 条 及 び 黒 斑 の 発達 程度 を 紅 頭 風 産 の も の と 比較 する と 5 月 の も 
の と 略 同様 , 7 月 及び 9 月 の も の は 紅 頭 岬 産 の も の より 進 に 強い . と と ろ が と の 特徴 と 関連 を 持っ て 平行 的 に 変 
化す る と 考え られ る 後 次 外縁 黒 帯 の 幅 は 紅 頭 出産 の も の が 最も 広く (特に 裏面 に お いて 顕著 ), また 同様 に 考え ら 
れる 後半 裏面 に お ける 中 央 紋 列 の 出現 程度 も 紅 頭 風 産 の も の が 最も 強い . すなわち 5 月 の 8 で は 後 契 裏 面 た に おい 
て 中 央 紋 列 は 全く 出現 せ ず , 最も 強く あら わる べき 第 4 室 に お いて も 痕跡 すら 認め られ な い . 前 次 に お いて 黒 斑 
の 発達 の 著しい 7 月 及び 9 月 の 2 8 る に お いて も 後 凌 裏 面 中 央 紋 列 の 発達 は 弱く , 外縁 黒 帯 か ら 遊 離し た 短 条 と 
な る . 後半 緑 毛 は Bazilan 産 は 黄色 , 紅 頭 出産 は 暗 褐 . 紅 頭 喚 産 に お いて 前 次 の それ に 対す る 後 贅 黒色 部 の 発達 
が Bazilan 産 に 較べ て 著しい 点 及び 緑 毛 の 色彩 の 差異 は 両 地 産 の も の の 亜 種 的 差異 を あら わし て いる も の と 思 

次 ぎ と Manila 産 の 1 8 る 較べ て 紅 頭 岬 産 の 標本 は 後 超 外 緑 黒 帯 の 幅 が や ヽ 広 く (これ は 裏面 に お いて 特に 顕 
著 ), また 後期 裏 面 に お ける 中 央 紋 列 の 発達 が 強い . Manila 産 る で は 第 4 室 に お ける 中 央 紋 列 斑 の 出現 が 弱く , 
褐色 鱗 を 粗 布 する 程度 で 外縁 黒 帯 と 遠く 遊 見 し , 従っ て 外縁 黒 帯 の 幅 は 表面 と 同じ く 略 同 幅 . 後 凌 緑 毛 は Ma- 
nila 産 で 黄色 , 紅 頭 出産 で は 暗 褐 色 , 従っ て 暗色 の バッ ク の 上 に 標本 を 置い た 場合 に は Manila 産 で は 後 雪 外 緑 
線 は 明瞭 な 細線 と し て 浮 び 上 る . 上 記 の よう に Manila 産 と 紅 頸 風 産 の 差異 は Bazilan 産 と 紅 頭 別 産 の それ と 
本 質 的 に は 同様 で ある . 

以上 の 差異 が 若 し 共 通 な 固定 的 の も の で あれ ば 紅 頭 則 産 の も の に 新 亜 種 を 設定 し うる 可能 性 が ある と 思わ れる 
が 本 種 は 季節 に よる 斑紋 の 変異 も あり , 比較 標本 も 数 少 い の で 前 記 の よう に 今 の と ころ さ し あ た り C. aspasia 
olga と 同定 し , 精細 な 比較 検討 は 将来 の 懸案 と し た い . な お フィ リッ ピン 産 の 標本 の ほか C. aspasia hester 
(VoLLENHOVEN, 1865) と 同定 され る Waigeu 産 の 1 8 (iv-v. 1915) も 見 る と と が 出来 た が , と れ は その 地 
理 的 分 布 状態 か ら 推 定 さ れる よう に 紅 躍 岬 産 の も の と は か な り 離 れ た も の で ある と 思わ れ た . 

終り に 貴重 な 標本 を 分 譲 さ れ た 陳 維 寿 氏 , 九 大 農学 部 昆虫 学 教室 所 蔵 の フィ リッ ピン 産 標 本 と の 比較 調査 を 許 
され た 江崎 届 三 安松 京 三 の 両 博 士 深 其 の 謝意 を 表す る . 


Résumé 
















































































Cepora aspasia olga (ESCHSCHOLTZ, 1821) 
28 48, Botel-Tobago (Lau Yu Island), off the south-east coast of Formosa, 12 & 18. vi. 1957, WENSOU 
CHUNG leg. 

This is the first record of the species from the district of- Formosa including Botel-Tobago, and the 
locality shows the northernmost limit of the distribution of the species at present. Botel-Tobago is an 
interesting island from the zoogeographical point of view, having many animals which are distributing 
throughout the Philippine Islands. The present species represents a good example of this case. 
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